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③国立公園等のインバウンドに向けた受入環境整備
 国立公園満喫プロジェクトの更なる展開として、民間活用による国立公園
利用拠点の面的な魅力向上を始めとした誘客支援に取り組み、美しい自然
の中での感動体験を柱とした滞在型・高付加価値観光の推進を図る。

 国民公園等の一層の魅力向上を推進するため、皇居外苑（北の丸公園）や
新宿御苑等において、情報発信の強化、魅力的な資源を活用した施設運営
等を通じて利用者の満足度の向上等を図る。

国立公園等関係事業
事 項 R6補正 R7当初 計

国立公園等の保護と利用の好循環のために必要な経費 53 156 209
【内訳】
①国立公園等の保護と利用推進
②国立公園等施設の整備・維持管理等
③国際観光旅客税財源の活用
（国立公園等のインバウンドに向けた受入環境整備）
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R7補正 R8当初 計
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（単位：億円）

■既存施設の観光資源化 ■案内板の多言語化

①国立公園等の保護と利用推進
 国立公園等の保護地域の拡張と管理の質の向上を図ることにより、優れた自
然の風景地を保全し、健全な生態系を確保するとともに、国立公園満喫プロ
ジェクトやエコツーリズムの推進等に取り組むことで、地域の魅力向上を図
り、保護と利用の好循環を実現する。

■国立公園満喫ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進 ■シカ柵の設置

②国立公園等施設の整備・維持管理等
 国立公園等の優れた自然風景地の保護と利用を推進するため、国立公園等に
おける施設整備や自然再生等の事業、長寿命化対策を実施するとともに、国
立公園等において地方公共団体が行う施設の整備・災害復旧等を支援する。

■展望台の整備 ■避難小屋の外壁改修

■感動体験の創出

■北の丸公園における
夜間景観の創出

■北の丸公園ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ
（仮称）の整備イメージ

■有識者検討会

■新宿御苑における庭園での
上質な体験の提供 1



国立公園満喫プロジェクトの更なる展開として、民間活用による国立公園利用拠点の面的な魅力向上をはじめとした誘客支援に
取り組み、美しい自然の中での感動体験を柱とした滞在型・高付加価値観光の推進を図る。

宿泊施設の方向性検討・継続的なサウンディング

利用の高付加価値化に係る基本構想策定

利用拠点マスタープラン等の作成

自然体験アクティビティ

滞在拠点の上質化
（廃屋撤去・利用施設の整備）

国立公園ならではの感動体験を提供する宿泊施設の誘致

プロモーション

情報提供拠点

自然環境保全推進体制

地域関係者に
よる地域協働
実施体制を構築

民間の発想を活かした滞在体験の魅力向上をパッケージで実施

連携 地域協議会

意見公募

地域内外の民間事業者
からサウンディング

宿泊事業者
公募

連携連携

・国立公園における滞在体験の魅力向上
－先端モデル事業の推進及び全国展開に向けた調査検討
－「国立公園ならではの宿泊施設ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」の活用促進

・国立公園感動体験・アドベンチャートラベル創出
ー 国立公園ならではの自然体験を含む

 感動体験・アドベンチャートラベルの企画・試行
・ネイチャーポジティブな観光の普及
－自治体・民間事業者への伴走支援等の実施

満喫プロジェクト等の推進
・国立公園のｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ施策効果の把握分析
・ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの進捗把握、伴走支援
・利用者負担の仕組みづくり、民間事業者
との協力体制の構築

・ロングトレイルの活用推進
・オーバーツーリズム未然防止対策 等

・ビジターセンターに
関する情報拡充やオ
ンライン導線強化等

・関係機関やオフィ
シャルパートナー等
が活用する国立公園
プロモーション素材
の整備

国立公園の魅力発信

山岳等の受入環境の改善
・山岳利用施設の
管理体制の構築、
登山道修繕活動
・自然環境の劣化、
野生生物との軋
轢、登山道管理
等の課題に対す
る専門機関が参
画した対策の検
討・実施

ビジターセンターの
オンライン情報発信

グッズ等への
素材活用

利用拠点の滞在環境の上質化
国立公園等における外国人旅行者の
満足度向上等のため、地域で策定す
る利用拠点計画等に基づき、廃屋撤
去、まちなみや滞在環境の改善、既
存施設の観光資源化、引き算の景観
改善、山小屋の内外装・設備の改修、
宿泊施設の整備改善など、国立公園
等の利用拠点の面的な上質化の推進
等を支援

既存施設の観光資源化

廃屋の撤去
滞在体験魅力向上・感動体験創出

利用者負担伴走支援

フィールド体験スポットの整備
・国立公園等の園地や展望台、歩道、休憩
所、博物展示施設等の自然公園等利用ス
ポットの整備を図ることで来訪者の受入
環境を改善し、フィールドでの自然体験
活動を促進

登山道整備

関係者との意見交換

展望スポットの
整備

①国立公園・国定公園及び周辺地域における
自治体に対するクマの捕獲や出没防止対策
等への補助

・国立公園等において、クマの出没が利用環境を脅かし、来訪を阻害する要因になり得ることから、
来訪者の安全・安心を確保するクマ対策を着実に実施

②国立公園におけるクマ監視体制の構築と誘引
物除去等、利用者へ確実に注意喚起を図るた
めの登山口での情報提供施設の整備 等

情報提供
施設整備クマ捕獲等対策の実施主体への支援

自動撮影カメラによる
クマの生態調査

国立公園における滞在体験の魅力向上のための先端モデル事業の取組イメージ

利用者安全・安心対策の強化（クマ対策）

１．国立公園等の受入環境整備・魅力向上

国立公園等のインバウンドに向けた環境整備 令和８年度予算額 17,811百万円
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２．国民公園や優れた自然資源を生かしたインバウンド受入環境整備・魅力向上の推進

国民公園、世界自然遺産をはじめ全国各地の優れた自然観光資源を活用した観光振興を図るため、各資源の特性に応じた受入環境
整備や魅力向上につながる取組を推進する。

北の丸公園における取組

京都御苑における取組新宿御苑における取組

世界遺産等受入環境整備

「良好な環境」を活かした観光推進

自然観光資源の棄損を防ぐための外来生物対策

世界自然遺産や日本を代表する野生生物などについて、日本ならではの自然の魅力を発信
する施設を整備し、観光拠点を形成

世界自然遺産の受入拠点を整備
野生生物の

展示普及啓発施設を整備

桜・梅といった地域の自然観光資源を守り、観光地の魅力を維持・向上させるため、
クビアカツヤカミキリ対策を実施新宿御苑の歴史的・文化的な価値を踏まえ、歴史や

伝統を伝える庭園において上質な体験を提供するた
め、日本館御殿の周辺環境の整備等を実施

・江戸城北の丸を原型とし、戦後、森林公園として整備された北の丸公園の歴史・文化・
自然が融合する魅力を伝えるインフォメーションセンター（仮称）を整備

・日本文化を象徴する景観要素である門、渡櫓、石垣、濠水の保全を図り、夜間景観創出
のためのライトアップを実施

ライトアップのイメージ

修復が必要な石垣

・地方の水や音、かおり等の五感で感じる日本独自の「良好な環境」の磨き上げと利活用
の支援によるウェルビーイングな観光地域づくり及び情報発信を推進
・良好な環境を有する観光地を中心に、ぽい捨て対策等の推進を支援

音風景

公家文化を紹介するコンテンツの整備、
熱中症や急激な天候変化等に柔軟に対
応する受入環境整備の検討等を実施

日本館御殿と庭園のイメージ 御殿内部のイメージ 簾（すだれ）の風景 日除けのイメージ 桜の名所 ネット巻き 薬剤注入

地域を潤す名水
（名水100選）

生物多様性の保全
（自然共生サイト）

ポイ捨てや漂着ごみから
地域資源・観光資源を保護

多言語解説の整備・充実
・国立公園、国定公園、世界遺産施設等のICT
等を活用した多言語標識・展示等の整備
・魅力的な多言語解説整備のための地域支援等
・国立公園での同時音声翻訳技術の一部導入

多言語による解説展示 多言語による映像ｺﾝﾃﾝﾂ

・国立公園、国定公園、世界遺産施設等の利
用拠点施設におけるデジタル展示を中心と
した受入環境整備

・フィールド利用を促進するための拠点施設
の機能強化

利用促進のための拠点施設整備

レンタル窓口等の整備展示の整備

ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ（仮称）のｲﾒｰｼﾞ

国民公園の魅力向上

国立公園等のインバウンドに向けた環境整備
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